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自己紹介

•附属図書館 学術支援課
– 課の業務

• 図書・雑誌の受入・目録、EJ契約
• 図書館システム、機関リポジトリ

– 課長補佐なので、実務は少なめ。でも...

•オープンアクセス推進事業
– 重点戦略アクションプラン 2016~2021年度
– プロジェクトリーダー



• 機関リポジトリによる論文の
オープンアクセス推進

• 貴重資料等の一次資料の
デジタルアーカイブ構築

• 研究データの管理・公開と
その人材育成

オープンアクセス推進事業



京都大学貴重資料
デジタルアーカイブ

https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/



•はじまりは機関リポジトリ
•つづいては図書
•図書館目録おける「典拠」
•新刊情報ポータルへの道
•課題とまとめ

おしながき



はじまりは機関リポジトリ

•京都大学オープンアクセス方針
– 2015年4月採択

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092



•どう実装する?
– 論文をどう集める?
– 公開した後、どうする?



•教員から
– 在籍しているのは誰? 情報部門

•教員DB（≒ reseachmap）から
– その教員の researchmap ID は何? 情報部門

•論文DB（Scopus）から
– その教員の Scopus Author ID は何? URA

論文をどう集める?



•リポジトリ → 教員DB
– 教員DBの教員IDは何? 情報部門

•教員DB → リポジトリ
– リポジトリのハンドルURLは何? 図書館

公開した後、どうする?



システム関係図

researchmap

リポジトリ
（DSpace） 教員DB

Scopus

リポジトリ登録
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リポジトリ → 教員DB



教員DB → リポジトリ



•図書 – 研究・教育の成果物
– 人文・社会科学系の研究成果
– 自然科学系でも教科書としての重要性
– 学術情報の一般市民への提供 = 社会貢献

•成果物としてアピールするには?
– 教員著書の収集（受入・目録）

– 教員情報と 著者名典拠 との紐付け

– 教員著書の発信

つづいては「図書」



•典拠（Authority）
– ある事項について、複数の名称や事項間の関係を

統一して管理するためのデータ
– 対象資料上の表記に関わらず、検索が可能

•例えば...
– 名称（個人名、団体名）

→別ヨミ、ローマ字、英語、略称、異体字 etc.
– 件名（キーワード、テーマ）

→同義語、上位・下位語、関連語 etc.

図書館目録における「典拠」



生没年、職業、所属等により同定・識別

著者名典拠 – 同名異人
HDNG:山田, 剛史||ヤマダ, ツヨシ
NOTE:京都大学高等教育研究開発推進センター准教授

HDNG:山田, 剛史(1970-)||ヤマダ, ツヨシ
NOTE:岡山大学大学院教育学研究科教授



さまざまな表記に対応したモレのない検索

著者名典拠 – 異名同人
HDNG:Shakespeare, William, 1564-1616
SF:Shakespeare, W.
SF:シェイクスピア, ウィリアム, 1564-1616||シェイクスピア, ウィリアム
SF:莎士比亚||シェークスピア||sha shi bi ya
SF:Шекспир, У.
SF:셰익스피어, W.

HDNG:嶽本, 野ばら||タケモト, ノバラ
SF:Takemoto, Nobara
SF:Takemoto, Novala



• 資料検索を支援するデータ
（縁の下の力持ち）
– 典拠データは精緻な検索のために必要
– 「モレなく、ノイズなく」資料を検索


• 典拠データそのものの活用可能性

（主役も?）
– データ間を関連付ける 「要」 として
– 幅広い分野のシソーラスとして

津田深雪. 典拠データの拡充に向けて. 2017.
https://www.libraryfair.jp/sites/default/files/2%20図書館総合展NDLフォーラム「典拠データの拡充に向けて」.pdf

典拠 – 変わる役割



•著者名典拠
– 図書館目録の世界では、連携・共有あり

（NACSIS-CAT、JAPAN/MARC etc.）
– 国際連携：VIAF（バーチャル国際典拠ファイル）

•研究者ID
– 科研費研究者番号、researchmap、ORCID、

Scopus Author ID etc.

著者名典拠 と 研究者ID



「図書」と「京大教員」をつなぐ仕組みがない
（現時点で使えるものがない）



自分でつなげる

著者名典拠 と 京大教員

図書
著者名典拠

京大教員
科研費研究者番号
researchmap ID



1. 在籍教員の把握
– 教員DBから

2. 著者名典拠との紐付け
– CiNii Booksから

3. 新刊情報の取得
– CiNii Booksから

新刊情報ポータルへの道



•CiNii Books 著者検索API
– http://ci.nii.ac.jp/books/opensearch/aut

hor?name=本庶%20佑

•同定作業
–目視：教員DBの著書情報を参照

•継続調査
– 作業時点で著者名典拠がなかっただけ...

教員と著者名典拠との紐付け



•CiNii Books 図書・雑誌検索
API
– 著者名典拠IDで検索

– 定期的に検索（月2回）

– 前回検索結果との差分 ≒ 新刊

新刊情報の取得



•蔵書整備
– 教員への寄贈依頼（ここは図々しく）

•新刊情報ポータルでの発信
– URAとの連携

•教員DBでの発信
– 情報部門との連携

活用シーン



教員DB → OPAC



著者名典拠がないとダメでしょ?
↓

せめて自分ち（京大）の教員の
著者名典拠は作ろうよ!

– もちろんALでリンクさせることは忘れずに!

※ AL（Author Link）：書誌レコードと著者名典拠レコードをリンクさせる項目

課題 - 著者名典拠の有無



TRに記述できない場合はどうする?
– 分担執筆の場合など

↓
CW や NOTE に記述できるものは
記述しようよ!

– ハンドブックなど、執筆者が多いものは難しいけど...

※ TR：タイトルと責任表示（著者・編者など）を記述する項目
※ CW：論文集など1冊の資料に複数の著作が含まれる場合にそれぞれの著作を記述する項目
※ NOTE：その資料について、記録しておいた方がよいと思われる事項を記述する項目

課題 – 著者典拠を作れるか



そもそも京大だけでするの?
↓

【願望】 著者名典拠にOTHNが
あれば、みんなでできるのに...

– OTHN:KAKEN:XXXXXX
– OTHN:ORCID:XXXX-XXXX-XXXX-XXXX

※ OTHN（Other Numbers）：その他の番号を入力する項目
書誌レコードにあり、対象資料のID情報の入力を拡張する余地がある
著者名典拠レコードに OTHN はない

課題 – 他大学ではどうなの?



• 成果物としての 「図書」
– 論文だけが成果じゃない

• 「図書」 の評価指標 の模索
– 販売部数、所蔵館数、Bookmetrix etc.

図書館 だから できる/すべき こと
– 収集 : 情報収集、受入、目録
– 紐付け: 著者名典拠
– 発信 : 他部署との連携、可視化

おわりに



ご清聴ありがとうございました
みなさまの心が少しでも明るくなれば幸いです
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